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＜火口周辺警報（噴火警戒レベル３、入山規制）が継続＞ 

本日（17 日）、鹿児島県の協力を得て実施した上空からの調査では、前回（2011 年 12 月 21 日）

と比較して、火口内に蓄積された溶岩の大きさや形状、周辺の噴気の状況及び地表面温度分布には変

化がないことを確認しました。白色の噴煙は主に溶岩の北側及び東側から上がっていました。 

【防災上の警戒事項等】 

新燃岳火口から概ね３km の範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石に警戒が必要

です。 

風下側では降灰及び遠方でも風に流されて降る小さな噴石（火山れき）に注意が必要です。これま

での噴火では、風に流されて直径４cm 程度の小さな噴石（火山れき）が新燃岳火口から 10km を超え

て降りました。また、爆発的噴火に伴う大きな空振に注意が必要です。噴火警報等及び霧島山上空の

風情報に注意してください。 

降雨時には泥流や土石流に警戒が必要です。降雨に関する情報に注意してください。 

霧島山（新燃岳）の火山活動解説資料 

福岡管区気象台 

火山監視・情報センター 

鹿児島地方気象台 

 

○活動概況 

・上空からの調査（図１、図２） 

本日（17 日）午前に、鹿児島県の協力を得て実施した上空からの調査では、前回（2011 年 12 月

21 日）と比較して、火口内に蓄積された溶岩の大きさ（直径約 600ｍ）や形状及び周辺の噴気の状

況に変化がないことを確認しました。白色の噴煙が、主に溶岩の北側及び東側から火口縁上 50ｍ程

度上がっており、一部には二酸化硫黄を含む青白色のガスを確認しました。また、西側斜面の割れ

目からは、ごく弱い噴気が認められました。 

赤外熱映像装置１)による観測では、前回と比較して地表面温度分布に大きな変化はなく、火口内

に蓄積された溶岩の縁辺部が比較的高温でした。また、西側斜面の割れ目の一部では、前回の調査

と同様にやや温度の高い部分が認められました。 

 

・地震や地殻変動の状況（図３） 

地震回数はやや多い状態が続いています。傾斜計では、火山活動に伴う特段の変化は認められま

せんでした。 

 

 

 

 

この火山活動解説資料は福岡管区気象台ホームページ（http://www.jma-net.go.jp/fukuoka/）や気象

庁ホームページ（http://www.seisvol.kishou.go.jp/tokyo/volcano.html）でも閲覧することができま

す。 

１）赤外熱映像装置は物体が放射する赤外線を感知して温度分布を測定する測器です。熱源から離れた

場所から測定することができる利点がありますが、測定距離や大気等の影響で実際の熱源の温度よ

りも低く測定される場合があります。 
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図１ 霧島山（新燃岳） 火口内の状況 

・前回（2011 年 12 月 21 日）と比較して、火口内に蓄積された溶岩の大きさ（直径約 600ｍ）や形状

及び周辺の噴気の状況に特段の変化は認められませんでした。 

・白色の噴煙は主に溶岩の北側（赤丸）および東側（白丸）から火口縁上 50ｍ程度上がっていまし

た。また、西側斜面の割れ目（黄丸）からはごく弱い噴気が認められました。 

2011 年 12 月 21 日 10 時 31 分 

海上自衛隊第 72 航空隊鹿屋航空分遣隊のヘリコプターから撮影 

2012 年１月 17 日 10 時 54 分 

鹿児島県防災ヘリコプターから撮影 
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図２ 霧島山（新燃岳） 赤外熱映像装置による火口付近の地表面温度分布 

・前回（2011 年 12 月 21 日）と比較して地表面温度分布に大きな変化はなく、火口内に蓄積され

た溶岩の縁辺部が比較的高温でした。 

・西側斜面の割れ目の一部（黄丸）では、前回の調査と同様にやや温度の高い部分が認められまし

た。 

2011 年 12 月 21 日 10 時 26 分 

海上自衛隊第 72 航空隊鹿屋航空分遣隊のヘリコプターから撮影 

2012 年１月 17 日 10 時 40 分 

鹿児島県防災ヘリコプターから撮影 

日射の影響 
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図３ 霧島山（新燃岳） BH 型地震２)の時間別回数と高千穂河原傾斜計（新燃岳の南東約３㎞）の変化

                             （2011 年２月１日～2012 年１月 16 日）

・地震回数はやや多い状態が続いています。 

・傾斜計では、火山活動に伴う特段の変化は認められませんでした。 

 
※印の変化は火山活動に伴う変化ではないと思われます。 

６月上旬～７月上旬、９月中旬及び 11 月中旬の傾斜変化は、降水等の気象条件の影響も含まれます 

BH 型地震時別回数 

※

２）火山性地震のうち、火口直下の比較的浅い場所で発生し、周期の長い地震をＢ型地震と呼びます。Ｂ型

地震はマグマの通り道（火道）の中で、マグマやガスが移動したり、マグマが発泡したりすることで発

生すると推定されています。Ｂ型地震のうち、比較的周期が短いものを BH 型、長いものを BL 型と分類

しています。 


